
令和８年度水力委員会提言に向けたアンケートの協力依頼について 

新エネルギー財団(NEF)では、水力発電に関する関係主要団体から委員を選出いただき水力

委員会を組織しております。水力委員会では、水力開発を巡る状況変化に注視しつつ、水力

開発の更なる促進や既設水力発電所の維持・増強のための調査・検討を進め、定期的に中小

水力の開発および導入促進に関する提言を取りまとめ、経済産業省資源エネルギー庁ならび

に関係機関に意見具申を行っています。 

今般、第７次エネルギー基本計画が公示され、２０年ぶりに電力需要が増加する前提の下

で２０４０年の電源構成等が示されているところです。このような情勢の中、水力発電の特

性に即した普及拡大支援、地域を含めた水力発電の理解醸成、ダム運用の高度化への取組み

に着目して、当面の水力発電の開発等に係る課題と支援要望事項を収集したいと考えていま

す。 

つきましては、下記アンケート調査への御協力をお願いしたく存じます。 

１．アンケートの目的 

水力発電を取り巻く様々な課題がありますが、発電事業者、立地地域、製造者など水

力発電に関係する組織・団体それぞれの立場において抱えている課題とそれらに対する

支援要望事項を収集いたします。 

なお、ご協力いただいたアンケート回答については、主に提言の作成に使用すること

とし、会社名・個人名が特定できる形で公表することはございません。 

２．調査方法 

 以下の２つの添付アンケート用紙に回答を記載願います。 

アンケート用紙－１ 設問を設けたアンケート調査 

アンケート用紙－２ 令和６年度提言に含まれない要望事項に関する調査 

３．アンケート回答希望日 

令和７年１０月１０日（金）まで 

４．回答先（お問い合わせ先） 

回答を記載したアンケート用紙（Excel）を下記の事務局担当者へメールにて送付願い

ます。本アンケート調査についてのお問い合わせも同担当者へご連絡ください。 

一般財団法人新エネルギー財団 水力地熱本部 水力業務部 

岡田 拓真（メール：okada@nef.or.jp） 

内河 聖明（メール：uchikawa@nef.or.jp） 

ＴＥＬ：０３－６８１０－０３７３ 

（別紙） 



５．アンケート調査内容 

(1)設問を設けたアンケート調査（アンケート用紙－１） 

①調査内容 

前回（令和６年度）の提言に際しては様々な課題・要望が寄せられ、それらにつ

いて提言を作成しました。ここでは、あらかじめ課題等に対する設問を設け、調査

いたします。自由記載欄の回答において、該当する事項がない場合は「なし」と回

答してください。 

(2)令和６年度提言に含まれない要望事項に関する調査（アンケート用紙－２） 

①調査内容 

前回（令和６年度）提言をご一読頂き、そこに触れられていない下記の分類に関

連する課題・要望およびアンケート(1) 「令和６年度提言での要望事項に関する調

査」では把握できない課題・要望を収集いたします。 

②調査項目（分類） 

１．水力発電の特性に即した普及拡大支援 

２．地域を含めた水力発電の理解醸成 

３．ダム運用の高度化への取組み 

４．人材育成・産業育成 

５．アンケート(1)の設問に関連した更なる課題・要望事項 

６．その他 

（令和７年３月、一般財団法人新エネルギー財団 新エネルギー産業会議） 

以 上 


